
【対策】

①分解部品や仮置品などの識別は、誰が見ても容易に分かるように 明確な表

示を行い、確認できる状態にしておく。

②同形状のもので、再使用品と廃棄品がある場合は 識別の際 及び 組込みや

廃棄の際に再度確認を行う。

【発生状況】

スーツブロア噴射管に 「再使用品」と記入した養生テープを貼って仮置きしてい

たが、噴射孔が上を向いていたため、雨や異物が混入しないように下向きに置

き直した。

その際 廃棄する噴射管と思い込み、廃棄する番号の識別表示を行ったため、

誤って切断、廃棄してしまった。

【原因・問題点】

①識別表示を貼り直した際に、もとの識別内容を確認しなかった。

②同形状のもので廃棄するものと再使用するものがあったため、廃棄品と思い

込んだ。

再使用のスーツブロア噴射管を誤って切断し 廃棄した
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【 仮置・識別状況 】

「再使用品」の表示が床面を向き
見えない状態となった

噴射孔から雨や異物が混入しないよう
噴射孔を下向きにして置き直した

スーツブロア

噴射管 再使用品

養生テープにて識別

＃30 噴射管

管の向きを変えたため再度 識別表示をしたが、
廃棄品と思い込み、廃棄品の番号#30を表示した。
（実際は 再使用する#22の噴射管であった）


